






























































































































































1958年， 1968年， 1977年， 1989年， 1998年に告
示された学習指導要領に対応している。 1958年






























































No. 出版年 教科書名 食卓での家族団らんに関する記述・挿絵
1 1952 ~ 4 一般家庭 . NO.2・3:いろりを囲む家族の挿絵




6 1968 新編家庭一般 . NO.6・7:I食事室は，家族そろって食事をとりながら団らんが行われる点で一種
7 1973 同上 の居間として考えられるJ(食事室の説明)
. NO.7:食事室の説明頁にテーブルでの家族4人の食事風景の挿絵
8 1973 高校家庭一般 . No. 8~ 14: I母の手による食事を家族が揃って囲むときの幸福感など， 精神的な
9 1976 同改訂版 役割も見のがすことはできないJ(食事の役割・ 85年から口絵に家族の食事風景
10 1979 同 弓訂版 挿絵)
11 1982 高校家庭一般 . No. 9~ 10: I夕食や夕食後の団らんの時間を有意義に使い週に何回かはそろって
12 1985 同改訂版 お茶を飲むというようなことを家族で話し合い，皆の協力のもとに家庭生活を意
13 1988 同 三訂版 義づけるようにするJ(生活時間)
14 1991 同 四訂版 . No. 11 ~ 14 : I家族各人の生活を尊重するとともに，家族がいっしょにすごす時間
も重視し夕食とその後の団らんの時間を有意義に使うJ(生活時間)
. NO.13~14 : (夕食の共食状況グラフを示し)I労働時間帯の変化，塾通いなどに
よる時間のずれ，さらには家族員それぞれが自分個人の生活を求める傾向が強く
なったことなどにより，家族団らんの機会が少なくなっているJ(家族の意義)
15 1985 新家庭一般 . No. 15 ~ 16 : I (夕食は)朝食や昼食に比べると，調理のための時間や手間もか
16 1991 |司改訂版 けられるし，家族がそろって囲む夕食は，楽しいだんらんの場であるから， (後
17 1988 新版家庭 A般 略)J (1日の献立と調理)
18 1991 同 改訂版 . No. 15 ~ 18 : I家族や友だちとともに食事をしたり，お茶を飲んだ、りするときの
なごやかなふんいきは，私たちに安らぎを与え，心のつながりをいっそう緊需に
するJ(食卓作法)
. No. 17 ~ 18 : I家族のコミュニケーションの場としての食事の重要な機能が失わ
れることなく (後略)J (これからの食生活)
19 1993 家庭一般 . No. 19 ~ 20， No. 22~ 24 : I生活の多様化，多忙化とともに，家族がともに食事
20 1998 |司 新訂版 をとることがむずかしくなり， ー人での食事も多く，孤食ということばが生まれ
21 1993 生活技術(1・ 2) た。また，家族のなかでの好みが多様化したこと，調理ずみ食品の出現などによっ
22 1993 生活一般(1・2) て，家族がそれぞれちがうものを食べる個食化傾向も見られる。さらに夜食など
23 1998 同新訂版(1・2) の間食を多くとり朝食をとらない欠食が増加している o このように多様化するく l
24 1998 新版生活一般 らしのなかで，家族関係も変化せざるをえないが，ときにはくふうをして，家族
でゆっくりと食事をとりたいものであるJ(家族関係と食事)
. NO.21 :記述なし
25 1999 家庭・般21 NO.26.27 :山昨明晩は家族と一緒に食事をし川 NoJ(食生活ー
26 2003 家庭総合21 クリスト)
27 2003 家庭基礎21 . NO.26・27: Iまた，できるだけ家族や知人と食事をともにし，食卓の準備ゃあ
とかたづけも行い，楽しいコミュニケーションを心がける。J(食生活をみなおそう)




28 2003 家庭総合 . NO.28・29: I現代では，生活の多忙化・多様化により，家族が食事を一緒にと









山 29: I私たちは 一人ではなく 家族や仲間とともに食事問J(ー
の作法)
注)各教科書の編者は以下のとおりであるの NO.1~ 5 :日本女子大学家庭科研究会， No. 6 ~ 7 :奈良女子大学家政
学会， NO.8~14: 高校家庭科学習研究会， NO.15 ~ 18 :岩崎芳枝他， NO.19 ~ 24 :伊藤セツ他， No. 25 ~ 27 :春
日寛他， NO.28~ 29:宮本みち子他
-46 
発 達 教 育 学 部 紀 要











































① 「食事は家族団らんの機会でもあるから,家 族の好みに合った,み なが喜ぶ食事を作るように心がける」(2年
　用:家 族と食物)
② 「食事は家族がだんらんするよい機会であるから,家 族の状態をよく知り,献 立に変化をつけたり,食 卓を飾っ
　たり配ぜんをくふうしたりして和やかなふんいきを作ることもたいせつである」(2年:家 族の食生活)
① 「家庭 での 食事 は家族 のだ ん らんの機会 で もあ るか ら,栄 養が じゅ うぶ ん に とれ るば か りで な く,家 族 の このみ
　 にあい,全 員 が喜 ぶ ような ものにす る こ とが たいせ つで あ る」(2年:家 族 と食物)
② 「食事 は,家 族が 団 らんす る よい機 会で あ るか ら,家 族 の このみや 健康 状態 な どを よ く知 り,献 立 に変 化 をつ け　
た り,配 ぜ ん を くふ う して食 卓 を飾 り,な ごやか なふ んい きで 食事 を楽 しむ ように した い もの であ る」(2年:
　 家 族の 食生活)
・記 述 な し
・記述なし　1年用巻末に家族4人 の食卓風景挿絵
・記述なし　1年 用に 「わたくしたちの食事時間」と題して四角いちゃぶ台に家族4人 の食事風景挿絵
・記述なし　上巻に家族の食事風景挿絵が2枚(簡 単な日常食の調理・ダイニングキチンの計画)
・記 述 な し
① 「食事はみんなでとるようにしているか」図:祖 父母を含む6人 家族の食事風景




　 (図参照)家 族と協力して,楽 しく食事ができるようにくふうしよう」(上巻:わ たくしたちの食生活)
③ 「家族は,食 事をいっしょにつくったり,楽 しく食卓を囲んだりして,こ ころをかよい合わせ,愛 情や思いやり
　 を育て,助 け合って生活している」
　 (下巻:成 人の食生活:エ プロン姿の父親を含む家族4人 が食卓で食事準備する写真をともなう)
④ 「ふだんは忙 しくて,家 族がそろって食事をすることがむずかしい家庭でも,誕 生日などのふし目をとらえて,
　会食の機会を作るようにしたい」







① ・「食 事 をす るこ との状態 」 図:家 族全 員 そ ろって ・家 族 の誰か とい っ しょに ・家族 以外 の誰 か といっ し ょに ・
　 ひ と りでの割 合 を示 す
　 ・「私 たち は物質 的 なこ とだけ で な く,家 族 や友 人 との コ ミュ ニ ケー シ ョンが 大切 だ と感 じて い る。 み ん なの生
活 時 間が異 なる と,コ ミュニ ケー ショ ンの機 会 が もち に くいが,家 族 の集 ま りやす い時 間 を利 用 して,お たが
　 いのぞ んでい る こ とを話 し合 い,理 解 を深 め なが ら心 の豊 か さをは ぐくも う」
　 ・「ホー ムパー テ ィー を開 こ う」 コラム(上 巻:よ りよい家 庭生活 を築 い てい こう)② 「食事 はみ んな
で とる よ うに して いるか 」図:祖 璽母 を含む6人 豕族 の食事風 景
　 「また,食 事 は生活の 中の楽 しみの ・つで もあ る。家族 や友 人 と同 じ食卓 を囲み,と もに満 足感 を味 わ うこ とで,
食事 をす るこ とが,人 と人 とのつ なが りを深 める こ とに もなる」(上 巻:食 事 とわた した ち)
③ 「食事 の と り方 に よる食欲 のちが い」 図:朝 食 ・夕食 それぞ れ家族 そ ろって 食べ る場合 と子 どもだけ で食べ る場
　 合の比 較図
　 「わた した ちは家 族 との生 活時 間が ずれ て,時 には一 人で 食事 をす る こ ともあ る。 楽 しい ふん 囲気 の中 での 食事
は,気 分 をな ご ませ,消 化 をよ く し,人 と人 との つなが りを深め る こ とに も役立 つ。1日3回 規則 正 しい食事 を,
　 家族 や まわ りの 人た ち と,楽 し くとるよ うここ ろがけ よ う。」
　 (上巻:食 生活 を大切 に しよう)
① 「食 事 はみん なで とる ように して いるか」 図:祖 父母 を含 む6人 家 族の 食事風 景(上 巻:わ た した ちの食生 活 を
　 ふ り返 ってみ よ う)
② 「楽 しいふん囲 気の 中での 食事 は,気 分 をな ごませ。消 化 を よく し,人 と人 とのつ なが りを深 める こ とに も役立
　 つ。1日3回,規 則正 しい食事 を家族 や まわ りの人 た ち と楽 し くとる よ う心が け よう」(上 巻:食 事 マ ナー につ
　 いて 考 えよ う)
① 「人と人とがつながる生活」口絵:7枚 の写真の一枚に 「ともに食事をする」:祖父母を含む6人 家族の食事風
　景
② 「家族や友人との楽しい食事は,人 と人とのつながりを深め,私 たちを豊かな気分にさせてくれます。」(食習慣
　 と食事の役割について考えよう)
① 「食事 の役 割」 図:6つ の食 事 の機能 の 一つ に 「人 と人 とのつ なが り」・祖 父 母を含 む6人 家 族が鍋 を囲 む食事
　 風 景　 (食生 活 を 自分の 手で)
② 「考 えて み よ う1食 事 の時 間 に どんな こ とを感 じて い るだ ろ うか 。」 コ ラム:2つ の 図 「家 族 と生 活 リズ ムが ち　
が うの で,一 人 で食べ る こ とが 多い。 何 かい い方法 は ないの?」 「食 事 の時 間に家 族 はそ ろっ てい るけれ ど,み
　 んな テ レビ を見な が らだ まっ て食べ て い る。 な んか変?食 事 のマ ナ ーっ てあ る と思 うん だ。」(食 事 の大切 さを
　 み な見直 そ う)
③ ・「食事 の しかた 食事 の仕 方 は,生 活の リズムや 人 と人 とのつ なが り深 くか かわ って お り,体 の健康 だ けで な
　 く心 の面 に も影響 します 。毎 日決 ま った時 間 に朝 食 を食べ るこ とで,規 則 正 しい生 活 を送 る こ とが で き ます 。
　 また,家 族 や友 人 とと もにす る食事 は,大 切 な コ ミュニ ケー シ ョンの場 とな ります。 しか し最 近 の食生 活で は,
　 一 人 だけ で食事 を とった り(孤 食),い っ し ょに食事 を して もそれ ぞれが 食べ た い ものを食 べ た り(個 食)す る,、
　 いわ ゆる 「こ しょ く」が増 え てい ます」
　 ・「1週 間の うち,家 族全 員が 揃 って 夕食 を食べ る 日の 割合」 図:中 学生 高校 生 を持つ 母 親 に対す るア ンケー ト
結 果 グ ラフ と挿 絵 「小 学生 の ころ,夕 食 の 時間 に学校 で あ った こ とを家族 に聞 いて も らうの が楽 しみ だ った。」
　 挿絵 中の女子 生徒 のセ リフ　 (食 事の大 切 さを見 直そ う)
④ 「家族 全 員で食べ る朝 食」:コ ラム`ウ ォッチ ング'「 家族 そ ろって の夕食 の頻 度」 図　
「Aさ ん(14歳)は,両 親 と高 校生 の兄,小 学 生 の妹 との5人 家 族。 親 は仕事 で,子 ど もたち や塾や 部活 動,習　
い事 な どで,そ れ ぞれ 帰宅 時 間が ちが うため,平 日の 夕食 は家族 全 員が そ ろ うこ とが め っ たに ない。 一 人で遅
　 い夕 食 を食べ る と き,Aさ ん は 「家族 そ ろって 食事 を した いな」 と思 う ことが多 い。 あ る 日,妹 や 兄 も同 じよう
に思 っ てい る こ とを知 った。 家族 で 相談 した 結 果,朝 食 な ら全 員 が揃 うこ とが で きるの では ない か とい うこ
　 とに な り,一 番早 く家 を出 る兄 の時 間に合 わせ て,朝6時 に家族 全 員が食 卓 に集合 する こ とを決め た。そ のた め,
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